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y
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農

奴

の

語

は

，
明

に

羅

甸

!|
5
.
の

奴

隸
. 

'
生
活
を
'營
み
所
有
權
少
ぐ
年
も
其
動
勞
に
依h
て
傅 

.れ
る
®
產
の
.所
有
權
を
翁
す
る
點
に
就
て
は
寧
ろ
第 

十
三
世
«
頃
^
於
け
る
：英
國
の
小
農
民
の
狀
能
ヒ
相. 

近
し
：？
即
ち
知
る
、
：農
奴
制
度
は
明
に
古
代
の
奴
隸 

制
度W

近
世
®

S
由
制
度
マj

の
：中

間

に

位

す

る

も

の
 

•
な
.る

こ*yj..

を
o 

.
哲

人「

ア
.リ.IV

ト
1
b
,

ル』

も

奴
#
 

か

文

明tL
會

の

.
必

製

な

る

組

織

た

る

を

_
|め
れ
る
如 

く
古
代
の
經
濟
社
會
は
ブ.に
奴
隸
制
.度

の

上
*̂'
脚 

し
"
近

世
0
經

濟

が

少

く

ミ
.も

形

式1上

现

論

上

は
®
 

A
:の

自

由

及

製

約

の

自

由

の

上

‘
に

成

立

す

る

ミ

等

し
 

く
、
•■
中

批

の

：農
'奴
制
度
は
當
時
：に
，於
け
る

「

社
會
‘發
達 

の
進
化
を
代
.表
す
る
も
0

れ

る

可

し::
°

英
 

斯
る
制
度
は
旣
に
第
：十
コ

I.

世
紀
‘に
終
れ
ぅ
ビ
雖
も
、
，
 

.«
部

獨

逸

：
忙

あ
4

て
.は

第

十

九»
紀
^
入

れ

：，
る

ま

で

- 

.

.
，
I 

- 

.■'
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ft

殘
存
し
、
匈
牙
利
、

波
蘭
に
至
れ
ば
實
に 

第
十
，九
世
紀
^
'葉「

ま
で
遺
#
し
れ
り
し
を
見
る
。
蓋 

し
强
制
勞
働F

r
o
h
n
d
e
n

の
功
程
の
劣
弱
な
る
は
識. 

者
の
风
に
痛
論
し
た
る
所
"
文
明
敎
化
の
發
展
に
伴 

ひ
、
奴
隸
制
度
倒
れ
農
奴
制
度
亦
消
え
去
れ
る
は
其 

所
な
-

ど̂
す
C
此
炉
_
張
せ
.
&
れ
た
る
の
跡
な
き
に 

わ
ら
ね
と
、
1
學
遨
の
所
說
聽
ぐ
可
き
も
の6
.
6
" 

日

く「

第
十
八
世
紀
中
燠
地
利
に
於
け
る
農
奴
の
勞 

働
功
程
は
自
曲
勞
働
漭
の
夫
れ
の
三
分
の.1

に
.均 

し」

i

乍

序「

ア
ッ
，
シ
ユ
レ
ー」

敎
授
が
邦
國
R 

依
る
史
的
徴
展
の
和
異
を
論
じ
て

「

fi
史
的
發
展
は 

決
し
て
规
則
的
に
凡
て
或
特
定
の
方
向K
推
移
す
る 

も
の
に
わ
ら
す
"

.&
的
發
展
に
は
n
ull
l
l屈
伸
上
下
進 

OS
6

&
て
必
ず
し
も
歸
一
す
る
こ

v
j

な
し」

ヾ
し
踢
破 

し
た
る
は
味
ふ
可
しo
か
の
世
界
史
を
說
き
時
代
を 

劃
す
る
に
、
諸
國
を1

括
し
®
然
形
式
的
に
年
代
を 

縱
_
し
て
上
、
中
r
近
世
ビ
な
，し
、
各
國
特
異
の
史 

的
發
M

の
階
蔽
方
向
形
式
«
速

等
^.
無

視

せ

る

時

代

分
.の
.

1

«

«
を
8^
む
各
如
き
«-
,赞
に
不
自
然
な
：る
の 

み
な
&

^
會
々
®

^
錯
is
^
陷
ぢし

：：， >
1
^

き
を
以
て 

.必
ず
各
國
.民
：§

的
發
展
0
相
異
を
加
最
し
年
代
を 

縱
斷
す
る
.？

共

に

之

：

H
ga
當
す
る
に
各
邦
國
を
橫
斷 

レ
，以
て
：實
_
的
の
時
代
分
を
割
す
る
の
，緊
切
な
る 

'

を
覺
ふ
0「

ラ
ン
ブ
レ
ヒ
ト

J

敎
授
夙
に
之
を
說 

く
。
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D

農
業
改
革
は
斯
.く
.し
て
農
奴
制
度
の
顧
覆
に
依
り
成 

就
’せ
ら
れ
れ
彡
ど
^
も
、
商
工
業
の
經
濟
狀
德
も
亦
著 

大
.の
改
善
を
必
要
ビ
す
る
も
の3>
&
、
而
て
興
第〗

に 

來
る
.も
の
は
必
ず
職
業
自
由.の
液
認
'な
ら
ざ
る
可
ら 

f

第
十
九
世
紀
の
，始
め«
11
»

の
治
下
に
双
れる
窜 

獨
逸
領
に
办
&

て
は
此
原
則
0
旣
.に
宣
明
せ
ら
れ
れ
る 

を
見
し
^
以
て
ノ
普
魯
西
も】

八】

.ふ
年
3 1

跡
を
踏
製 

し
、
從
來
.輝
®

_
業
に
從
は
ん
ヾ」

欲
す
る
者
は
何
人
^
. 

雖
K

v

f
身
§

明
書
を
提
示
し
で
#
間
組
合
の
承 

認
を
_

る
こ
を
齊
し

を̂刺度を廢棄しれ
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辦
十
九
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紀
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辩

九

怨(

九

四
o)

雜

K
y
o此
改
革
も
亦
農
奴
制
度
の
撤
廢

W

均
し
く
獨
逸
經 

濟
の
維
新
的
發
達
に
對
し
實
に
非
常
に
價
値
ゎ
る
礎
石 

を
#
成
し
た
る
も
の
だ
る
な
ら
。
制
度
の
改
箪
刷
新
は.
 

玆
に
成
れ
b

o
然
れ
ど
第
十
八
世
紀
の
末
葉
既
に
早
く 

も
英
國
產
業
界
を
革
命
せ
る
近
世
の
技
術
的
發
達
は
獨 

逸
が
通
商
關
係
の
索
漠
た
る
多
數
の
經
濟
的
領
域
に
切

\ 

離
れ
れ
、
又
其
交
通
述
輸
上
の
便
益
が
斯
く
憐
れ
な
る 

狀
飽
R
存
す
る
限
^

^
同
國
に
は
何
等
の
效
用
を
齋
し. 

來
る
.こ
、

/J

‘な
し
o
.迈
に
資
本
の
方
而
を
顧
み
れ
ば
、
獨 

逸
金
融
上
の
勢
力
は
奈
翁
戰
後
全
く
粘
渴
せ
ら
れ
て
復
一 

た
速
に
起
つ
の
彈
カ
性
を
缺
く
、
隨
て
斯
る
機
槭
力
蒸
. 

氣
カ
の
發
生
に
當
然
追
從
し
來
る
可
き
鉅
大
.の
資
本
に 

對
す
る
需
耍
に
應
じ
得
る
所
^
ら
ん
ビ
す
る
に
は
正
に 

經
濟
的
努
力
を
傾
倒
す
る
も
猶
栩
當
の
年
所
を
閱
せ
る
Z
 

後
を
»1
せ
ざ
る
?>
ら
ず
0
然
れ
と
獨
逸
上
下
の
窬
歡
其 

功
を
獎
し
、
1
八
三
〇
年
代
の
央
ば
に
は
此
經
濟
的
逆 

勢
槪
ね
霧
消
し
て
其
跡
な
か
ら
ん

V
J

せ
ぅ
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:
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*
、
提
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主
農
國
た
う
し
獨
逸
中
世
經
濟
の
支
柱
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栌
農
奴
制
度
に
存
し
隨
で
其
連
用
も
亦
闾
國
に
p
A
y 

で
最
も
見
る
.可
き
も
の
?>
6
し
が
如
ぐ
、
英
獨
諸
國 

殊
に
早
ぐ
商
1
業
の
發
達
じ
第
十
四
世
紀
の
末
葉
耽 

に
多
.數

の

，
手

工

者

が

都

會

地

に

集

合

し

た

&
し
英
國
‘ 

中
世
の

X
業
組
織
：を
代
表
せ
る
も
の.は
.，仲

間

組

合

又
 

は
同
職
組
合 gHd, 

craft, 

craitgiid, 

gild c
o
m
p
a
n
y

 

に
し
：て
制
度
組
織
ど
し
て
は
英
國
に
於
て
最
高
の
發 

逄
を
.示
し
れ
ぅ
.01

都
會
に
於
て
何
等
か
の
手
工
粱 

を
營
圭
ん
に

は
、
先
づ
必
ず
^
#
間
組
合
に
加
脱
す 

る
こ
ど
を
必
要
ど
しT

ァ
ッ
シ
ュ
ジ
ーJ

敎
授
の
言 

へ
る
如
く 
"「

同
職
組
合
は
眾
に
ム
特
定
の
職
業
に
從 

事
せ
る
市
民
の
間a

m
o
n
g

の
組
合
た
6
し
に
此
ま 

ら
ず
し
て
，、
觀
念
上
及
實
際
上
.其
從
業
者
の凡て 

a
l
l

の
圆
體J

た
^
;き
。
斯
く
て
之
に
屬
せ
ざ
る
も 

の
は
何
人
雖
も
其
地
域
內
に
於
て
同
業

e

從
ふ
ご 

マ

」
を
得
ず
'̂J

せ
ら
る
ゝも

：：

の
な
.
し̂
を
以
て
、
强
制 

加
入
は
■
ち
其
.職
業
上
の
獨
^
權
を
取
得
す
る
所
以. 

た
6
し
な
6
0
.其
組
織
•を
言
へ
ば
、
平
エ
漪
の
各
取

級

M
十
九
世
紀
I：.
於
け
る
m
m
經
m
m
m
の

Ij

\
r

\
1

ii

I

!
I
ミ1丨
j
I
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|i
IIl

位
內
に
はi

人
の
親
方
"
弟
子
及
旅
職
の
三
階
級
办 

ヶ,

.仲
間
組
合
ば
自
治
制
の
上
に
成
り
、
其
地
域
內 

に
わ
6

て
は
{元

全

に

獨

占

の

利

益

を

收

办

れ

ヶ

。

.
思 

ふ
に
謂
ゆ
る
市
場
生
產
未
だ
起
ら
す
註
文
生
產
廣
く 

行
は
れ
、
隨
て
市
場
を
創
立
す
る
耍
な
く
ヽ
機
械
を 

使
用
せ
す
重
も
に
手
工R -
依
り
て
小
規
模
注
產
を
營 

み
"
熟
練
及
名
聲
が
資
本
ょ
う
も
尊
重
せ
ら
れ
た
る 

中
世
工
業
に
於
て
仲
間
組
合
の
制
度
は
一
度
は
必
ず 

發
生
す
可
き
も
の
に
厕
し
、
現
今
支
那
に
於
け
る
：仲 

間
組
合
は
中
世
歐
洲
の
夫
れ
ビ
彷
彿
せ
る
組
織
機
關 

を
^
す
'ヒ
傅
へ
ら
る
。
斯
く
觀
じ
來
れ
ば
仲
間
組
合 

.の
制
度
は
各M

產
業
發
展
の
途
上
に
於
て
必
ず
經
過 

す
可
き1

階
級
な
る
が
如
し
。
乍
併
內
に
は
漸
く
に 

し
て
市
場
を
獨
占
せ
ん
ビ
す
る
少
數
の
親
方ビ旅
職 

ビ
の
邻
鬪
起
う
、
外
に
は
高
價
且
功
程
大
な
る
機
械 

の
發
明
わ
う
て
大
規
模
生
產
行
は
れ
、
資
本
の
威
力 

他
の
生
產
獎
素
を
腿
倒
し
、
資
本
家
企
業
菪
は
單K 

市
驟
を
發
見
櫥
張
す
るの

み
な
ら
ず
> 
M

に
進
み

て

生
產
，の
方
向
を
決’定
し
"
組
織
し
11
調
節
す
る
に
茧 

ぅ
た
れ
ば
，
此
仲
間
組
分
の
制
度
は.遂

に

崩'*
を

免 

れ
得
ざ
る
.に
至
b
き
o

尤

も

學

卷
•■
«
工
業
制
度
發
M
 

の
階
段
を
分
ぢ
て
家
族
制Fa

m
i
i
y

 

or 
h
o
u
s
e
h
o
l
d

 

s
y
s
t
e
m

'
沖
間
組
合
制 

g
s or 

handicraft 
s
y
s
t
e
m

 

家
內
工
業
制 

domestic 

s
y
stem 

or 

h
o
u
s
e

 industry 

工

場

制factory 

s
y
s
t
e
m

の
四
、/し
爲
す
を
通
例
ビ
爲 

し
、
仲
間
組
合
の
®
解
直
に
典
後
を
製
ひ
，た
る
も
の 

は
、
自
己
の
託
算
を
以
て
原
料
の
供
給
製
品
の
販
賣 

及
勞
働
の
®
傭
に
當
る
商
業
的
仲
介
者
の
存
在
を
以 

て
特
徵V

J

す
る
第
三
期
家
內
工
業
制

Maus-industrie 

な
る
こ
.ビ
明
な
雖
も
，中世及近中世に亘

^V

最
も
長
く
エ
業
制
度
を
象
徵
し
生
產
の
樞
軸
を
な
せ 

る
も
の
^
し
て
は
、
終
に
之
を
職
業
を
選
定
す
る
に 

.身
分
證
明
書
' Be

f
i
h
i
g
u
n
g
s
n
a
c
l
i
w
e
L
s

を
組
合
に
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示
し
之
に
加
入
す
る
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を
絕
對
の
駆
件
ヾ
し
せ
るX 

漿
戦
展
の
'第
.ニ
期
仲
間
組
合
制
度
^
目
す
货
自
に
求 

:

め
ざ
る
可
ら
ざ
る
可
しo ( A

s
M
e
y
,

 pp. 

25-43,

PP* 

93, 

9
4
)

(

力
四
:;
雜

錄

_笫
十
九
沘
祀
に
於
げ*
獨
_逸
經
濟
發
逵
の
一
斑

.第
八
，號

1

o
九


